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家族が使用したヘアアイロンを触る
などして、子どもがやけどをしたという
事故が報告されています。

子どもの手が届かない高さに置いた
つもりでも、身の回りのものを踏み台に
したり、電源コードを引っ張ったりして
ヘアアイロンに触れてしまうケースも
あります。ヘアアイロンは子どもが近づけ
ない場所に置きましょう。

ヘアアイロンは加熱面以外も高温に
なります。取り扱いには十分注意し、高温
部には決して触れさせないようにしま
しょう。

ヘアアイロンは電源を切ってもすぐ
に温度は下がりません。使用中だけで
なく使用後も、ヘアアイロンが十分冷め
るまでの間は、置き場所に注意しま
しょう。
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事例１

使用後のヘアアイロンを
浴室のドアのタオル掛けに
吊るしていたところ、子ども
の手にあたってやけどを
負った。ヘアアイロンは
180℃で使用後、電源を
切ってから5分以内だった。

（当事者：2歳）

事例２

普段は手の届か
ないところに置いて
いるが箱を台にし
て使用後のヘア
アイロンを触り、
左手の指先に水疱
あり。
（当事者：1歳）

ヘアアイロンによる
子どものやけど

置き場所や置き方に
気をつけて
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